
誠信交隣の精神を世界に
　5月30日、対馬市交流センターで「日韓友好の集い」が開催されました。同志社女子大学の
信原 修名誉教授による記念講演やユネスコ世界記憶遺産登録に向けた推進団体の代表2名
による挨拶やだるまへの目入れが行われユネスコ世界記憶遺産登録への意識を高めました。

バリアフリー設計で快適な船旅を…！
　5月17日、豊玉町の仁位港で対馬市市営渡海船「うみさちひこ」の就航式が
行われました。老朽化した「ニューとよたま」に変わり、同日開院となった対
馬病院への海のアクセスとして、豊玉町仁位から対馬病院まで運航します。

大規模災害を想定して
　5月24日、峰町志多賀で長崎県総合防災訓練が行われました。訓練には、49の
団体が参加し、訓練基本想定をもとに土砂災害・浸水害・家屋の倒壊・火災等へ
の対応を、関係機関と連携しながら万が一の時の大災害に備えました。

「対馬のウェルカムゲート」オープン
　5月16日、厳原町で観光情報館「ふれあい処つしま」のオープニングイベントが行
われました。イベントでは、長屋門の開門式・鏡開きが行われた後、ろくべえやあなご
丼・イノシシソーセージ等の試食が行われ、多くの市民がオープンを祝いました。

目指せ！ウィンブルドン！
　5月3・6日の両日、佐世保総合グラウンド庭球場で全日本小学生ソフトテニス選手権大会長崎県予選
が行われ、今里小6年の橘 智華さん（写真右）が個人の部（ペア）で3位入賞し、7月30日から富山県高岡
市で開催される全国大会に出場します。（写真左は初めてペアを組んだ諫早ジュニアの吉次 莉沙さん）

心豊かな社会を目指して
　5月11日、厳原合同庁舎で開催された平成27年度対馬人権擁護委員協議会
定時総会で、波田ミヤ子さんが人権擁護委員として行ってきた人権相談や啓
発活動などの功績が認められ、長崎地方法務局長表彰を伝達されました。

初めての「狂言」を鑑賞
　5月18・19日の両日、平成27年度長崎県青少年劇場が行われ、市内の小学生が「狂
言」を鑑賞しました。鑑賞会の最後には、体験ワークショップが行われ狂言の歩き方
や走り方、笑い方などを来場者全員で行い、日本の古典芸能を体験しました。
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